
総事業費(執行ベース) - - -

執行率 98.5% 91.0% 90.3%

23年度要求

予算額(補正後） 28 31 18 7 -

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

執行額 27 28 16

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　少子高齢化、人口減少社会における社会資本への投資余力の不足や都市構造、土地利用の非効率化などの問題を
克服しつつ、安全で良好な環境、活力ある経済社会を実現していくため、住宅居住、土地利用、国土利用のあり方を検
討する。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　次の各項目について、事例研究、調査分析などを行い、我が国におけるあり方や将来に向けた方向性を提案する。
・　広域的な地域クラスターに対する地域づくり
・　少子高齢・人口減少社会に対応した住宅・社会資本整備
・　減築による地域性を継承した住宅・住環境の整備

実施状況

平成19年度： １ 件、平成20年度： ２ 件、平成21年度： ３ 件

会計区分 一般会計 上位政策 社会資本整備・管理等を効果的に推進する

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
―

関係する計
画、通知等

国土交通省 技術基本計画

作成責任者

担当部局庁 国土交通政策研究所 担当課室 ―
研究調整官
直原史明

事業番号 416

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名
少子・高齢化時代を迎えての社会・経済情勢の
変化とその対応に関する調査研究

事業開始
年度

平成１９年度

補
　
記

【予算科目】
･066　社会資本整備・管理効率化推進費
　･95　社会資本整備・管理等の効率的な推進に必要な経費　　　（２１年度予算額）　　　（２１年度決算見込額）
　　･95016-2129-06　諸謝金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１百万円　　　　　　　　　　　　　　１百万円
　　･95016-2122-08　職員旅費　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４百万円　　　　　　　　　　　　０．２百万円
　　･95016-2122-08　委員等旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１百万円　　　　　　　　　　　　０．１百万円
　　･95016-2123-09　社会資本整備・管理効率化推進調査費　 　　　　１６百万円　　　　　　　　　　　　　１５百万円

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

・契約については企画競争によることとしている。
・業務打合せなどの機会を通じて支出先との連絡を密に行い、適切な執行の確認と支出内容の把握を行うことが出来
ている。
・契約にて業務の主たる部分にかかる再委託は行うことが出来ない。また、それ以外の軽微な部分で再委託が生じる
場合には、発注者の承諾を必要としているところ。なお、再委託の実績としては、アンケート調査の１件。

見直しの
余地

当初、委託業務での実施を予定していた作業（データ集計や関係者へのヒアリング、アンケート調査等）のうち一部を研
究所で内製化して実施するなどにより見直しを行っているが、今後においても研究の水準が低下しない範囲で可能な
限りのコスト縮減に努めていく。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

【事業廃止】
一定の研究成果を得たため、本事業は廃止する。なお、今後の研究に当たっては、課題に対応した具体的な政策提言に結びつく
よう、研究内容の重点化を図るとともに、研究成果が国土交通行政に活かされているか、広く国民に周知されているか等、事業効
率の検証を行う。また、発注に当たってはコストを精査の上縮減を図り、効率的な執行に努める。

総事業費(執行ベ ス)



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

国土交通政策研究所

１６百万円

国土交通省の所掌事務に係る政策
に関する基礎的な調査研究

【　　公募型企画競争　　】

諸謝金、旅費等

１百万円

A.民間調査研究機関（３社）

１５百万円

研究実施に必要な調査
分析・会議運営など

(単位:百万円)



C G

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 8 計 0

経費 会議費等 0

金　額
(百万円）

人件費 調査研究 8

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す

A.　（株）三菱総合研究所 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）



【別紙】

№ 支出先
金額

（百万円）

1 (株)三菱総合研究所 8

2 みずほ情報総研（株） 4

3 三菱UFJﾘｻｰﾁ&ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ(株) 3

4

5

6

7

8

9

10

A.民間調査研究機関（３者）　１５百万円


